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要旨

皮膚糸状菌の原因菌種としてはこれまでに約40菌種が記載されている1)．これらは疫学的意義から，主に土壌から

分離される好土壌性菌（geophilicdermatoPhytes)，動物寄生性が強い好獣性菌（zoophilicdcrmatophytes)，ヒト寄生

性の強い好人性菌（anthropophnicdermatophytes）に分けられている．人獣共通真菌症では，普段環境中に生息して

いる菌種が人と動物とに感染する場合,普段動物に寄生している菌が人と接触することで人に感染する場合，さらに

普段は人に感染する菌種が動物に感染する場合の３通りがある2)．この中でも皮膚科医の立場から最も重要なのは，

動物と接触することによって，動物に感染もしくは寄生している好獣性菌にヒトが感染する場合である．これら好獣

性菌はそれぞれ種々な動物から分離され，中でも最も重要な菌種は主にイヌ，ネコに感染するＭＺｃｍｗｍｍｍ"is,主に

ウシから分離されるＴ肘bhqpbl2mz膠mJcusUm0,げっ歯類をはじめとして多くの動物から分離されるｺﾞﾘﾂﾞbAqβ秒t0,2…噸,Uph雌ｓ

の３菌種である．これらの菌種における最近の動向について概説する．

Ｋｅｙword：皮膚糸状菌（dermatophyte）
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イヌ，ネコを主な宿主とする代表的な好獣性菌であ

る．1950年頃までは北海道にのみ分布していた菌であっ

たが70年代にかけてのペットブーム到来により輸入

ペット動物の数が増えるとともに全国的に蔓延するよう

になったと考えられている3)．Mczmjs感染症はイヌ，

ネコとの接触機会の多い女性，子供などに多くみられ，

ヒトからヒトへの感染力も強いためにしばしば家族内発

症,集団感染例として報告される．典型的な臨床症状は

小水庖性斑状型の体部白癬である．動物と接触しやすい

露出部,特に顔面，四肢に，通常,貨幣状大までの中心治

癒傾向のある環状紅斑が多発する．集団感染を反映する

ため年間症例数,分離頻度には変動があると考えられる

が，日本医真菌学会の皮膚真菌症疫学調査成績では1991

年９６５株（1.9％)，1992年5）４９株（1.4％)，1996年6）１３

株（0.5％)，1997年7）２株(0.09％）である．近年，ヒト

からの分離頻度は減っており，頭部白癬の減少,少子化

に伴う小児人口の減少と関連していると推測されてい

る．通常はペットとして飼育しているイヌ，ネコが感染

源であるため，飼育している動物からＭｃα'zjSが分離さ

れた場合には感染源を特定できたと考えるが，厳密には

推測の域を出ない．感染経路の特定には株の同定が必要

である．最近の分子生物学的手法によって株のタイピン

グ，株の同定が菌種によっては試みられているが,現在

までＭｍｍに関しては成功していない．

ウシを主な宿主とし，通常，酪農畜産従事者が飼育動

物との接触によって感染する．家族内感染の症例もあり

ヒトからヒトへも感染する．典型的な臨床症状は中心治

癒傾向の乏しい，通常，２から３重の同心円状の隆起を

伴う紅斑性病変である.他の皮膚糸状菌による病変と比

較しても炎症症状が強いことが特徴的で，職業歴を確認

することで臨床像から菌種の推定が可能である．患者自

身がウシから感染したことを自覚していることが多く，

初診時にすでに自己判断でウシに用いる抗生物質外用剤

などを使用していることがある．治療は抗真菌剤外用が

主体であるが反応が悪いようであれば抗真菌剤内服が必

要となる．日本最大の酪農地帯である北海道で多く分離

されるが，特に乳牛飼育の盛んな道東地区において広く

分布している．帯広市の一皮膚科診療所における近年の

分離状況を検討すると，1991年から2000年までに分離

された皮膚糸状菌13,411株のうち172株であり1.3％を占

める．年間分離数は９株から３２株であるが明らかな増

減傾向はないようである．通常市販されているマイコセ

ル寒天培地で分離培養が可能であり，白色,点状の小さ

なコロニーの形成を認める．サイアミンとイノシトール

を添加して継代培養することで白色から淡黄色，蝋様光

沢のある表面が無毛なコロニーをつくる．スライドカル

チャーでは豊富な硬膜胞子が観察され,rattale型の大分

生子を形成することはまれである．従来，酪農の盛んな

北海道,東北地方からの報告が多くみられたが，近年，

関東などその他の地域8,9)からも散発的に報告がなされ

全国的に広く分布していることが伺える．最近ミトコン
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域の多型性に基づく病原真菌の分子疫学一本邦分離の

Ａ〃Amdemm6mAamiqeについて－．真菌誌４３：1-4,2002.
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ヒト白癬の原因菌種として３０％から50％を占め，五

ｍ6ｍｍについで分離頻度の高い菌種である．本菌は生物

学的に複数の菌種からなるコンプレックスを形成してお

り，完全世代の明らかになっている。､りα〃６７℃usqgA伽ｉ，

A・脇肋mjae,」.‘伽ｉの３種類と,完全世代の明らかになっ

ていない複数菌種から構成されている'1)．本邦に分布す

るＴＸｍ`'2mg伽秒2節は1980年頃までは』.、"67℃z`s`gﾉl`mjj

のみと考えられてきた12)．しかし1997年13)にイエウサ

ギから。、DC'@肋､肱が分離されたことを皮切りにペット

から感染したと考えられたヒト症例の報告が相次いでお

り'4-16)，すでに広く蔓延していることが伺われる．最近

症例数が増加している要因として，これまで交配試験に

よって同定された完全世代が,種特異的プライマーを用

いたＰＣＲによって比較的容易に確認できるようになっ

たことも大きい17).４.腕ｈａｍｊα`については核ribosomal

DNAの多型性の解析から菌株のタイピングが試みられ

ており'8)，感染経路,菌株の由来などが今後明らかに

なっていくと考えられる．

まとめ

皮膚科領域で経験する人獣共通真菌症の原因菌種とし

てはＭ“腕,ＴＺＤｅｍ`c"ｕ､,ＴＭｚｍｍｇｍ秒#asの３菌種が

重要である．近年ペットとして飼育される動物はますま

す多彩になってきており，これまで本邦には分布しない

とされてきた菌種による白癬を経験する可能性がある．

菌種の特徴を理解し,確実に診断することで感染の拡大

を予防しうるため，皮膚科医としても身近な動物の皮膚

真菌症に関心を持つ必要がある．また今後，分子生物学

的手法により皮膚糸状菌の系統解析，菌株タイピングに

よる感染経路の解明はさらに進むと考えられるが基本的

な検査法である白癬菌の培養を怠らないことが重要であ

る．
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Mc”Ｗｍｍｃα"is,ＴﾂｶﾞCAqP秒伽Ｕｅｍ`c"ｕｍａｎｄＴＷ,OelmtqgmP秒陀sarethemostcommondermatophytesisolated
fi｢omhumanandanimals・MBCα"isinfbctioninhumaniscloselyrelatedtocompanionanimalssuchascatsand

dogs・AccordmgtoarecentepidemiologicalsurveyinJapan,ｈｕｍａｎＭｃα"isinfbctionisdecreasing・m
DemJcos2mzisusualｌｙｔｒａｎｓｍｉｔｔｅｄｆＴｏｍｃｏｗｓｔｏｈｕｍａｎ・正Dem4comJ加、企ctionmhumanisnotrestrictedto

daily色rmingprefbctures,however,suggestingthatthisspeCieshasalreadybeenspreadWidelyinJapan.ｍ
､`'2ｔ`ZgmP秒伽isoneofthemostcommonpathogensinhumantinea・Recentmolecularmethodsshowthe

infMioniscausedbyoneteleomorphoｆＴＭｌｅＭＺｇ叩妙伽,」だA70dbmz`z6elzAa伽匹,whichhasalreadybeen
spreadthroughoutJapanbycompanionanimals・ThispathogenisbelievednottohaveexistedinJapanuntil
l980・Thechanceofhumanfimgalinfectioncausedbyunusualpathogensisincreasingbecauseofthechanges
mtypesofcompanionanimals、Animaldermatophytosesisnowanimportantissｕｅｎｏｔｏｎｌｙｆｂｒｖｅｔｅｒｍａｒｙ
doctorsbutalsofbrdermatologists． 

この論文は,第46回日本医真菌学会総会の“シンポジウムⅣ:人獣共通真菌症の動向,，において

発表されたものです．
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